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 幼幼児児教教育育史史学学会会  会会報報    第第  3355  号号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  

第≻⊂回大会報告≪

 
� 第 18回大会は、2022年 12月 10日（土）に東洋英和女学院大学にて、三年ぶりに対面で開催されまし

た。大会の詳細は以下の通りです。 
Ө

【研究発表】≪ ≪

� 司会：Ө 勝山Ө 吉章Ө （福岡大学）Ө Ө

松島のり子Ө（お茶の水女子大学）Ө

 
１． 東京保育問題研究会における「話し合い保育」か

ら「つたえ合い保育」への展開と乳児集団保育実

践Ө―マカレンコの集団主義教育との関連を手掛

かりに―Ө

中塚Ө良子（松山東雲短期大学）Ө

Ө

２． 絵本をめぐる発達心理学的意味づけ－ӻԃԀӺӷԁӺӨ

年代における佐々木宏子の発達研究を手がかり

に－Ө

Ө Ө Ө Ө 若林Ө陽子（東京大学大学院教育学研究科附属

発達保育実践政策学センター特任研究員、Ө

東京大学大学院教育学研究科（院生））Ө

Ө

３． 羽仁説子の幼児教育思想に関する一考察Ө

Ө相田Өまり（山梨学院短期大学）Ө

【シンポジウム】Ө

テーマӨ ：幼児教育史研究の成果と課題Ө ӼӨ Ө

－幼児教育の現代史にむけて－Ө

Ө

提案：「戦争と復興の時代の幼児教育」Ө

小玉Ө亮子（お茶の水女子大学）Ө

「科学と交錯する幼児教育」Ө Ө

福元Ө真由美（青山学院大学）Ө

「グローバル化と保育」Ө

村知Ө稔三（青山学院大学）Ө

Ө

コメンテーター：「幼児教育の現代史にむけて」Ө

Ө一見Ө真理子（お茶の水女子大学）Ө

Ө

司会者：髙田Ө文子（白梅学園大学）Ө

 

【関連企画】 大会翌日 12 月 11 日（オンライン開催） 

海外の幼児教育史の研究動向を愉しみながらフォ

ローする会（愉フォロ会）Ө

Ө

報告：「東洋英和女学校幼稚園師範科における保姆養

成教育－女性宣教師の描くキリスト教教育－」Ө

佐藤浩代（東洋英和女学院大学）Ө

コメント：Ө日本の幼児教育史でキリスト教の果たした

役割について考えるӨ

石神真悠子（東洋英和女学院大学）Ө

司会：Ө 塩崎Ө美穂

目Ө Ө Ө 次Ө

第ӻԂ回大会報告Ө

研究発表・シンポジウム�

総会報告� � � �

大会を終えて�� � �･･････････････････�� 塩崎美穂�

研究発表・参加記� ･･････････････････� �柴田賢一・新庄洸・長谷川真也�

� � 古沢常雄会員を偲んで� ･･････････････�� 別府愛・椨瑞希子�

� � 随想・近況報告� � �････････････････����宍戸健夫・畠山祥正・太田素子�

新入会員Ө ӹӨ 寄贈図書Ө

機関誌編集委員会・事務局からのお知らせӨ

 

- 1 -

幼児教育史学会 会報 35号.indd   1幼児教育史学会 会報 35号.indd   1 2023/04/13   20:182023/04/13   20:18



2 3

 

 

Ө

総Ө 会Ө 報Ө 告Ө

  
2022年 12月 10日 16:45開会。 

� 議長は次回大会の実行委員長である福元理事にお

引き受けいただいた。福元議長により、総会資料の

次第に沿って議事が進められた。 
 

報報告告事事項項 

１１．．第第 17回回大大会会年年度度（（2021.10. 1～～2022. 9.30））会会務務
報報告告 
(1)� 会員数：2022年 11月末現在 177名。  
(2)� 第 17回大会：2021年 12月 4日、上智大学にて
オンラインで開催された。大会参加者は研究発表 45
名、シンポジウム 48名。 
 
２２．．編編集集委委員員会会報報告告 
『幼児教育史研究』第 17号、2022年 11月 10日付
で発行。  
・編集委員長 勝山吉章（投稿論文担当）、編集副委
員長 一見真理子（書評担当）。  
・投稿論文の総数は 7本、うち 1本を論文、1本を
研究ノートとして掲載。  
・その他、シンポジウム記録、書評２本、図書紹介

１本を掲載。 
 
３３．．会会報報のの発発行行ににつついいてて 
第 31号を 3月 10日、第 32号を 7月 30日に発行、
その後Web公開版をアップ。 
 
４４．．15周周年年記記念念事事業業ににつついいてて 
� 2022年 10月 14日付で、下巻『幼児教育史研究の
新地平―幼児教育の現代史―』が刊行された。会費

納入済みの会員に送付を行った。 
 
５５．． HPのの移移行行ににつついいてて 
� 株式会社 SOUBUN に依頼して HP の移行作業を
行っている。目的は以下のとおり。 
・HPのサーバーの契約を委託することによって、担
当者個人ではなく幼児教育史学会が契約するかたち

にする。 
・特定のソフトを使用せず、Web上でHPの更新を
可能にする。 
 

６６．． そそのの他他      特になし。 
 

審審議議事事項項 

1. 第第 17回回大大会会年年度度（（2021.10. 1～～2022. 9.30））決決算算 
◇福元理事（会計担当）より、「第 17回大会年度幼
児教育史学会収支報告」資料２に基づき報告がなさ

れ、承認された。 
 

2．．第第 18回回大大会会年年度度（（2022.10. 1～～2023. 9.30））事事業業計計
画画 
◇浅井事務局長より、第 18回大会年度事業計画につ
いて説明がなされ、承認された。 

(1)� 『幼児教育史研究』第 18号の編集 
・第 18号の編集委員長、副編集委員長の選出 
申し合わせに従い、正副編集委員長は 1年交替
とする。正委員長は翌年副委員長として残り、業

務の円滑な引継ぎを図る。 
・投稿募集その他 
編集規定に従う。大会記録、書評・図書紹介等

の掲載内容に関しては、編集委員長に一任する。 
 

(2)� J-STAGE上での公開について�  
 

(3)� 会報の発行 
・発行時期：従来通り 2月頃（第 35号：第 18回
大会報告）、6月頃（第 36号：第 19回大会案
内） 
・内容：会員研究情報などの充実に努める。 
 

(4)� 第 19回大会の予定 
青山学院大学（東京）�  

大会実行委員長：福元真由美理事 

� � �  日程：2023年 12月上旬� 土曜日（予定） 
 

３３．． 第第 18回回大大会会年年度度（（2022.10. 1～～2023. 9.30））予予算算案案��  
◇福元理事より、資料 3に基づき、第 18回大会年度

予算案が説明され承認された。 

 
4．．そそのの他他�� �� �� 特になし。 

 
 

�� Ө

 

 

資料２Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө

Ө

第 ӻ６回大会年度Ө 幼児教育史学会収支報告Ө

 
収入の部Ө

科Ө 目Ө 予算額Ө 決算額Ө 差引額Ө 摘Ө 要Ө

年会費（一般）Ө ¥910,000 Ө ¥ԃӽӼӶӺӺӺӨӨ ￥ӼӼӶӺӺӺӨӨ

年会費（特例）Ө ¥80,000 Ө ¥84,000 Ө ￥ӾӶӺӺӺӨӨ

機関誌売り上げӨ ¥25,000 Ө ¥1ӾӶӺӺӺӨӨ ԫӷӻӻӶӺӺӺӨӨ

利子Ө ¥0 Ө ¥ӻӻӨӨ ԫӻӻӨӨ

前年度からの繰り越しӨ ¥3,ӽԃԀӶԀԂӻӨӨ ¥ӽӶӽԃԀӶԀԂӻӨӨ ԫӺӨӨ

合Ө 計Ө（ԋӴӨ ¥ӾӶӾӻӻӶԀԂӻӨӨ ¥ӾӶӾӼԀӶԀԃӼӨӨ ԫӻӿӶӺӻӻӨӨ

Ө

支出の部Ө

科Ө 目Ө 予算額Ө 決算額Ө 差引額Ө 摘Ө 要Ө

第ӻ６回大会運営費Ө ¥200,000Ө ¥200,000Ө ԫӺӨӨ

会議費Ө ¥50,000Ө ¥0Ө ԫӷӿӺӶӺӺӺӨӨ

事務局運営費Ө ¥ӻӿӺӶӺӺӺӨ ¥ӻԂӼӶӾӺԁӨ ԫӽӼӶӾӺԁӨӨ

ӻӿ周年記念事業関連費Ө ¥ӻӶӺӺӺӶӺӺӺӨ ¥ӾԃԃӶӽӽӺӨ ԫӷӿӺӺӶԀԁӺӨӨ

機関誌発行経費（ӻ６号）Ө

印刷費Ө

発送費Ө

ԕӷԢՈԱԷԵ経費Ө

¥ӻӺӺӶӺӺӺӨ ¥ӻӽӶԃӺӺӨ ԫӷԂԀӶӻӺӺӨӻԀ号１８５部Ө

￥ӾӼӿӶӺӺӺӨ Ө Ө Ө ӨԫӼӽӾӶԀӽӺӨ ԫ－ӻԃӺӶӽԁӺӨ印刷費￥ӼӻӽӶӽӺӺ、外税¥21,330Ө

￥ӽӺӶӺӺӺӨ Ө Ө Ө Ө ￥ӼԃӶӽӿӿӨ ԫ－６４５Ө発送費¥26,686、外税¥2,669Ө

￥ӽӺӶӺӺӺӨ Ө Ө Ө Ө ￥ӼӽӶԀӿӺӨ ԫ－ԀӶӽӿӺӨ Ө

会報発行経費（３３・３４号）Ө

印刷費Ө

発送費Ө

¥ӼӺӶӺӺӺӨ ￥０Ө ԫ－ӼӺӶӺӺӺӨ ӽ３号ӻԀԃ部、Ө ӽ４号ӻԁӻ部Ө

¥60,000Ө ¥ӿԃӶԂӾӺӨ ԫ－ӻԀӺӨ ӽ３号¥27,040Ө ӽ４号¥27,360Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө

外税¥5,440Ө

¥５５ӶӺӺӺӨ ￥ӿӼӶӽԀӺӨ Ө Ө ԫ－ӼӶԀӾӺӨ ӽ３号¥23,660Ө ӽ４号￥ӼӽӶԃӾӺӨ 外税

¥4,760Ө

通信費・振込手数料Ө ¥20,000Ө ¥ӽӶӾԀӿӨ ԫӷӻԀӶӿӽӿӨӨ

消耗品費Ө ¥ӼӺӶӺӺӺӨ ¥0Ө ԫӷӼӺӶӺӺӺӨӨ

ウェブ管理費Ө ¥30,000Ө ¥ӻԀӶԁӼӾӨ ԫ－ӻӽӶӼԁԀӨӨ

教育関連学会年会費Ө ¥10,000Ө ¥10,000Ө ԫӺӨӨ

合Ө 計Ө （ԌӴӨ ¥ӼӶӼӺӺӶӺӺӺӨ ¥ӻӶӽӼӿӶԀԀӻӨ ԫ－ԂԁӾӶӽӽԃӨӨ

Ө

収支差額Ө ӲԋӷԌ）Ө ¥ӼӶӼӻӻӶԀԂӻӨӨ ¥ӽӶӻӺӻӶӺӽӻӨ ԫԂԂԃӶӽӿӺӨ Ө

予備費Ө Ӳԍ）Ө ¥ӼӶӼӻӻӶԀԂӻӨӨ ¥ӽӶӻӺӻӶӺӽӻӨ ԫԂԂԃӶӽӿӺӨ Ө

支出総計ӲԌӵԍԇԋ）Ө ¥ӾӶӾӻӻӶԀԂӻӨӨ ¥ӾӶӾӼԀӶԀԃӼӨӨ ԫӻӿӶӺӻӻӨ Ө

Ө

会計監査報告�

第 ��回大会年度の会計について監査を執行し、その記載に誤りのないことを認めます。�

����年��月��日� � � � � 会計監査� � � � � � 別府��愛� ��㊞� � � � �

会計監査� � � � � 松島�のり子� �㊞�
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Ө

資料３Ө

Ө

第 ӻ７回大会年度Ө 幼児教育史学会予算案Ө

Ө

収入の部Ө Ө Ө

項Ө 目Ө 金Ө 額Ө 備Ө 考Ө

年会費（一般）Ө ¥ԃӻӺӶӺӺӺӨ ԫԁӶӺӺӺ×ӻӽӺ人Ө

年会費（特例）Ө ¥ԂӺӶӺӺӺӨ ԫӾӶӺӺӺ×ӼӺ人Ө

機関誌売上Ө ¥20,000Ө ԫӼӶӺӺӺ×ӻӺ冊Ө

前期繰越金Ө ¥ӽӶӻӺӻӶӺӽӻӨ Ө

合Ө 計Ө ¥ӾӶӻӻӻӶӺӽӻӨ Ө

Ө

支出の部Ө

科Ө 目Ө 金Ө 額Ө 備Ө 考Ө

第ӻ７回大会運営費Ө ¥200,000Ө Ө Ө

会議費Ө ¥50,000Ө Ө Ө

事務局運営費Ө ¥ӻӿӺӶӺӺӺӨ Ө Ө

ӻӿ周年記念事業費Ө ¥ӻӶӺӺӺӶӺӺӺӨ Ө Ө

機関誌発行経

費Ӳӻ７号ӴӨ Ө Ө Ө Ө

機関誌編集経費Ө ¥100,000Ө Ө

印刷費Ө ¥ӽӺӺӶӺӺӺӨ Ө Ө

発送費Ө ¥ӽӺӶӺӺӺӨ Ө Ө

ԕӷԢՈԱԷԵ経費Ө Ө Ө Ө Ө ӨԫӽӺӶӺӺӺӨ Ө Ө

会報発行経費

Ӳӽ５・ӽ６号ӴӨ Ө

会報編集経費Ө ¥ӼӺӶӺӺӺӨ Ө

印刷費Ө ¥60,000Ө Ө Ө

発送費Ө ¥5ӿӶӺӺӺӨ Ө Ө

通信費・振込手数料Ө ¥20,000 Ө Ө Ө

消耗品費Ө ¥30,000 Ө Ө Ө

ウェブ管理費Ө ¥30,000 Ө Ө Ө

教育関連学会年会費Ө ¥10,000Ө Ө Ө

小計Ө ￥ӻӶԀԁӿӶӺӺӺӨ Ө

予備費Ө ￥ӼӶӾӽԀӶӺӽӻӨ Ө Ө

合計Ө ԫӾӶӻӻӻӶӺӽӻӨ Ө Ө

� Ө

 

 

大会を終えてӨ Ө Ө � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � Ө

第 ӻ８回大会実行委員長Ө Ө  
塩崎美穂（東洋英和女学院大学） 

 
� 幼児教育史学会第 18回大会は、2022年12月10日、
東洋英和女学院大学横浜校にて、三年ぶりに対面開催

することができました。 
開催準備をはじめた当初は、足の便の良い六本木校

を予定しておりました。しかし、9月以降の感染症対策
上、それが叶わないことになり、急遽、横浜校での開催

となりました。横浜校は最寄り駅から離れており、足を

運んでいただくことを躊躇する場所での開催となりま

したが、それにもかかわらず、研究発表に40名、シン
ポジウムに 42名、総会に 36名の会員の方々にお集ま
りいただきました。対面での開催を心待ちにされてい

た会員の皆様の研究への熱い思いが伝わってくるよう

な活発な議論に、心より感謝しております。 
� 研究発表は 3 件あり、主に、第二次世界大戦前後に
おける日本の幼児教育思想や実践を取り上げたもので

した。20世紀前半から半ばにかけて、幼児教育学にソ
ビエト心理学や科学というものの見方が果たした役

割、生活や集団という概念の変遷が与えた影響など、今

後、戦後の幼児教育史研究を進めていく上で避けるこ

とのできない重要な視点がいくつも共有されました。

今回、全体討論の時間を多く取ったことで、時間に余裕

があるのではないかと予想しておりましたが、勝山・松

島両会員の的確な司会進行のおかげもあり、一つ一つ

のご発表に対して活発な質疑がなされ、次の研究につ

ながる刺激的な討論が時間いっぱいまでなされたこと

が、たいへん印象的でした。 
� シンポジウムは前大会でなされた『幼児教育史研究

の新地平』(上巻)の議論を踏まえ、下巻の検討が行われ
ました。『幼児教育史研究の新地平―幼児教育の現代史
―（下巻）』の編集・執筆を担当した小玉亮子（第１部）・
福元真由美（第２部）・村知稔三（第３部）の会員から

それぞれ提案がなされ、全体の統括編集を担当した一

見真理子会員から総合的なコメントがありました。グ

ローバル化が一挙にすすむ時代を幼児教育の側からど

うとらえることができるのかという視点を含め、幼児

教育の現代史の課題に光があてられる議論が展開さ

れ、参加者にとって、今後の研究のあらたな視角を見出

す時間になったのではないでしょうか。 
研究発表とシンポジウムを通して、今大会は、戦後

史、現代史について多くの議論が展開されました。いま

保育の歴史研究に何が問われているのか、また研究の

蓄積の中で今後どのような視角からの幼児教育史研究

が求められているのか、会場全体で考える時間をもつ

ことができたことに感謝いたします。 
� 大会翌日の「愉フォロ会」では、佐藤浩代会員から、

東洋英和女学院の幼稚園師範科においてキリスト教宣

教師が果たした役割についての報告があり、石神真悠

子氏からコメントをいただきました。対面参加がかな

わなかった会員にも多数ご参加いただき、盛会のうち

に終えることができました。 
今回は、まだ、感染対策上、懇親会を開くことはでき
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研究発表・参加記Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө  
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が、私にとってその最初が本大会であったことを、記憶

に留めておきたい。 
 
 
学会参加の所感 

新庄Ө洸（関西大学・院） 
 
私にとって、第 18回幼児教育史学会は、通常開催で
参加することとなったはじめての学会となりました。

昨年の学会でコメントをしていただいた先生方や査読

でお世話になった先生方にご挨拶できたことはもちろ

ん、対面であるが故の学会独特の緊張感や温かさを感

じることが出来た一日となりました。また、私は日頃、

家業のこども園・保育園に勤めながら博士課程に在籍

しております。どうしても研究に集中する時間が絶対

的に短いため、学会参加することでやる気と活力をも

いただくことができました。第一に博士論文の執筆に

注力する必要がありますが、いずれ世界の保育政策や

保育者実践などの歴史に研究対象を広げていきたいと

決意を新たにした次第です。 
さて、参加して気づいたことを 2 点ばかり記させて
いただきます。 
まず、学会発表やシンポジウムを拝聴して、やはり幼

児教育史という分野は面白いと感じました。「第二次世

界大戦前夜、国家の教育への干渉が強くなる際、その干

渉の射程は保育の分野にまで及び、そのコントロール

に保育者や子ども、そして保護者も当然組み込まれて

いく・・・」という論は、特に興味をそそられました。

なぜなら、私にとってこの幼児教育史というジャンル

はケーススタディのようなミクロな切り口に終始する

ものと思っておりましたが、マクロかつダイナミック

な切り口で捉えることも可能であるということに改め

て気づかされたからです。そして、このように「幼児教

育史という観点から、保育を捉えるということ」は研究

者としての私だけでなく、実践者としての私に重要な

視座を提供してくれるようにも思います。 
次に、諸先輩方の若手研究者に対しての温かい眼差

しです。それは投稿論文の査読の際にも感じたことで

もありますが、学会発表に対しても、どうしたら研究が

面白くなるか、どこに不足があるのかといったことを

詳しくご指摘されていました。また、どうしても物怖じ

してしまう若手研究者にも発表やコメントする機会を

うまく与えてくださっているように感じました。 
最後になりますが、新型コロナウィルスの感染状況

が不透明ということもあり、大会企画していただいた

先生方におかれましては、開催の企画・調整において、

大変なご苦労があったことだろうと推察致します。改

めて深く感謝申し上げます。 
 
 
 
 

新入会員としてのごあいさつӨ  
長谷川Ө真也（東京大学・院） 

 
2022年度入会の長谷川真也（まさや）です。 
自分の研究の話をさせていただくと、私は学部時代

からP4C(Philosophy for Children、子どものための哲学対
話)にまつわる理論研究を行なってきました。初めは自
分の研究が幼児にも関わるものだとは全く思っていま

せんでした。しかし、自分の研究の中で問われているこ

とが子どもという存在をどう見るかに関わっており、

特に年齢の低い子どもの思考についての価値に関わる

ものだと分かってきました。私が今着目しているガレ

ス・マシューズという哲学者は、幼児の言葉の中にも哲

学をみようとします。そして、大人のやっている哲学と

いう学問自体を問い直そうとします。このようなわけ

で、国際的な議論の中での子ども観の変遷の検討や、必

ずしも理路整然はしていない言葉をどう聴くのかとい

うことを今後、研究していく所存です。 
日本の幼児教育史については、羽仁もと子、羽仁説子

の教育実践についても共同研究という形で研究してい

ます。共同研究を行う中で見つけた、園内での幼児の様

子を記録した史料、幼児の芸術に触れたときはとても

驚きました。もちろん、そこに描かれている幼児の活動

についてもではありますが、同時に教師はどうして多

大な労力をかけ記録し、70年以上保管してきたのか。
教師は幼児の中にどのような価値を見出していたの

か。史料として現存する、過去の教育実践や子どもの様

子を分析し、教育学の議論の俎上に上げていくことは

意義のあることだと感じました。 
最後になり恐縮ですが、前回大会(第 18回)にはオン
ラインで参加させていただきました。会員の方々から

多くの質問が飛び交い、幼児教育史についての前提知

識の乏しい私にはあまりにも高度な議論でした。が、同

時に密度の濃い議論が刺激的でした。次回の学会大会

ではぜひ現地で参加して、会員の方々との議論を楽し

みたいと思っております。末席を汚させていただきま

すが、ご指導のほどよろしくお願いいたします。� � � � � � �  
 
 
 

古沢常雄会員を偲んでӨ Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө Ө  

Ө 別府Ө愛 
 
幼児教育史学会の前身の近代幼児教育史研究会発足

の当初から会員としてまた理事としても会を支えてく

ださった古沢さんでした。 
2021年 10月 31日逝去されました。6月ごろ体調を
崩して診察を受けたらかなり進行した胃癌だったそう

です。最期は家族の方に見守られ安らかに永眠された

そうです。 
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の当初から会員としてまた理事としても会を支えてく
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2021年 10月 31日逝去されました。6月ごろ体調を
崩して診察を受けたらかなり進行した胃癌だったそう

です。最期は家族の方に見守られ安らかに永眠された

そうです。 

 

 

古沢さんの思い出 

自宅が近いこともあって親しくさせていただいた個

人的な思い出を綴らせてください。 
古沢さんは狭山市在住で、私は当時、入間市に住んで

いました。長男が生まれた時、古沢さんが二人の息子さ

んの洋服や乳母車を譲ってくださることになり、今は

珍しい箱型の大きな乳母車を押して、自宅から我が家

まで家族 4 人で持ってきてくれました。とくに乳母車
は長男だけでなく次男の子育てにも大いに重宝させて

いただきました。 

フレネ教育の幼稚園・保育園との出会い 

フレネ教育に関心を持ち紹介や導入に意欲的だった

古沢さんから狭山市にある「けやの森学園幼稚舎・保育

園」を紹介していただきました。 
この園では、自然の中での活動、子どもたちの興味や

関心を尊重し自主性を重んずる保育をしていて、自分

たちの保育と共通するものがあるフレネ教育を知り、

96年からフレネ学校の校長先生や教員を招いて交流会
を持ったり、2002年にはけやの森の全職員でフランス
のフレネ学校を訪れています。 
何度か園を見学させていただいたり、勤務先の学生

で幼児の音楽活動に関して卒論を書く学生が観察させ

てもらったりしました。 

法政大学での非常勤 

古沢さんは2011年4月に脳出血を発症、入院、リハ
ビリを経て 5 月には授業再開されています。ご本人の
書かれたものによると研究会やいくつもの学会にも精

力的に参加されています。 
12年 3月、定年の 1年前に法政大学を退職されまし
た。 
担当されていた「学習の社会史A」(外国)という科目
を私が非常勤としてお引き受けすることになり、楽し

くやらせていただきました。 
私が今住んでいる所は、ソメイヨシノや八重桜など

桜の花が見事です。「老夫婦二組でお花見しましょう」

と約束していたのですが、お互いの体調がすぐれなか

ったり、そのうちコロナで外出もままならなくなった

りで、実現できなかったのが心残りです。 
古沢さんには長年お世話になりました。 
家庭にあっては病気がちの奥さまを支え、真守君と

拓未君のよき父親として家庭を大事にされた古沢さん

でした。 
ご冥福をお祈りします。 

 

� � � � � � � � � � � � � � � � � �  
 

古沢先生のこと 
椨Ө瑞希子 

 
� 古沢先生は、フランス教育の研究者として法政大学

で教鞭をとる傍らで、近代幼児教育史研究会だけでな

く、たくさんの学びのネットワークに参加しておられ

ました。その広がりを実感したのは、先生の最終講義の

時でした。広い会場には、これまで研究会はもとより、

教育史学会その他の学会でお顔を拝見したことのない

方々がたくさん集まっていました。 
先生の思い出は、学生運動の集会のシュプレヒコー

ルが響きわたる法政大学市ヶ谷キャンパス内で開催さ

れた研究会に始まります。研究会は当初、年２回のペー

スで開かれていました。東京以外にお住まいの会員の

お世話で、高知（太田前会長にはそこで初めてお目にか

かりました）や山梨、新潟、仙台、そしてソウルにまで

足を伸ばしたこともあるのですが、東京での開催場所

は、古沢先生にお世話いただくことがとても多かった

のです。研究会は、いつも開催場所の確保に苦労してい

ました。ですから、古沢先生のご厚意がなければ、会の

存続は難しかったかもしれません。 
先生はフェミニストでいらしたようにも思います。

私が院生だった頃、40年以上も前のことになりますが、
女性は結婚や妊娠をきっかけに職場を去るのが当たり

前で、研究職の場合は定職に就くのが難しい時代でし

た。そのような中で、子育て中であった私を、とある勉

強会に誘ってくださいました。40代半ばで就職するま
で研究への意欲を持ち続けることができたのは、近代

幼児教育史研究会とこの勉強会があったからです。勉

強会のメンバーは定まっておらず、不定期開催で会費

はなし。会場は法政大学の保養施設であったこともあ

りますが、基本的に持ち回りでした。参加者は次第に固

定され、古沢先生のほか、ソビエト、イギリス、アメリ

カ、日本を研究対象とする５名がそれぞれ書き溜めた

論考を持ち寄って検討する会になりました。古沢先生

のフランス領インドシナの教育に関する論文は、私に

はわからないことだらけでした。ですが、何年か後にマ

ルグリット・デュラス著「愛人ラマン」を読み、同名の

映画を見たときに、宗主国出身の貧しい家族と従属国

の富豪一族、それぞれの家庭で交わされる会話の中に、

植民地支配問題の根深さを感じとり、深く考えさせら

れたのを思い出します。 
法政大学を退職された後に、「これなら椨さんにも分

かるでしょ」といたずらっぽくおっしゃって、たくさん

の図版入りの書籍を贈ってくださいました。フランス

で出版された子ども研究や児童書の数々で、フランス

から持ち帰ったとおぼしきものも少なくありません。

大切に手元に置いてきましたが、私も昨年聖徳大学を

離れましたので、これを活かしてもらえるところに届

けたいと考えています。そうすることで、先生から受け

たご厚意に、少しだけお返しができるように感じてい

ます。先生、ありがとうございました。 
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私の歴史的研究を考える 

宍戸Ө 健夫 
私が当面、やりたいと思っていることは、保育の先輩

たちの歩みについてです。 
先輩たちが、貧しい保育条件のなかで、子どもたち一

人ひとりの気もちを大事にしながらも、子どもたちの

集団生活で生まれる問題を考えあい、どうしたらよい

のか、その解決にむかって、協力しあう関係をつくって

いく実践に感動しています。 
保育の研究の上で、「実証的な研究」も大事ですが、

「歴史的研究」も大事だと思っています。ことわざに

「木をみて森をみない」といわれますが、歴史的研究 
は「森」を見る事だと思います。 
� 以前、幼児教育史学会誌『幼児教育史研究』第 6号
（2011年）で、「実践記録と歴史的研究 ― 保育実践
史研究序説」という小論を私は書いていますが、参考に

していただければ、幸いです。 
 
 
近況・最近思うこと 

Ө 畠山Ө 祥正（茨城キリスト教大学・非） 
 
昨年 4 月から、学生時代を過ごした仙台の東北大学

YMCA寮の理事長（世話係）となり、12月の第二土曜
はクリスマス会が恒例のため、学会への出席は難しく

なりました。 
コロナやウクライナを気にしているうちに、心に重

いものが常駐する状態でしたが、当学会のフォローす

る会はZOOMだったので参加できて元気をもらいまし
た。声でのやりとりは大事ですね。かつて学んでいたこ

とを失念していて恥ずかしかったですが。 
この学会の会報に 11,15,17 号と載せていただいたの
は、27年勤めた茨城キリスト教大学を 2010年3月早期
退職した後の時期でした。リセットのつもりでしたが、

金沢、郡山、宇都宮に計８年おり、2018年 4月に茨城
県日立市に戻りました。同年秋から、2004年に立ち上
げた保育専攻の科目「キリスト教保育」に週一日出講し

ています。 
各地を回ってわかったのは、保育環境の地域差です。

保育所の多い北陸地方には保育所不足はありません。

一方幼稚園主地域では乳児を含むこども園への移行に

危うさを感じました。制度的一元化は、別の問題を引き

起こしているように思います。 
実習巡回では、建物に保育の思想と方法が現れてい

ることを認識しました。気づいた点を園長さんに向け

ると、長年温めていた構想を実現した過程や、話し合い

を積み重ねた苦労を聞かせてもらえました。もうそれ

はありません。 
今や論文の入手はWebからが一般化し、国会図書館

のデジタルコレクションも昨年使い勝手が上がりまし

た。でも歴史研究は史料の読み込みとその背景理解が

鍵です。 
引越の度に多量の本を整理し、PDF 化作業にも尽力
しましたが、キリスト教幼児教育史研究につながるこ

とがしんどくなりました。 
２年前から、戦時中に弾圧されたキリスト教主義学

校・北星女学校について調べ始めたのですが、その後、

前述の寮の古い記録や、寮でお世話になった故渡部治

雄先生の図書、さらに戦後初代寮主事・故青木茂先生の

史料の山を自宅に運んだため、研究は中断しました。 
ところがつい最近、その中から堀江優子編著『戦時下

の女子学生たち� 東京女子大学に学んだ 60人の体験』
(2012)に出会いました。聞き取りによる一次史料です。
聞き手が自分の関心範囲を越えて記録し当事者に確認

しており、関連史料や理解に役立つ手引きもついてい

ます。 
個人蔵の図書や文書の中に歴史的宝を探すのが楽し

みです。 
 
 
「家」と家族の歴史研究をめぐって  

 太田Ө 素子 
 
保育者養成と関わって研究してきたプロジェクト活

動や探求学習をテーマとした二つの科研が今年度で終

了する。また並行して参加してきた浅井・小玉・椨さん

たちとの共同研究も今年度で一区切り。やっと退官後

の研究に本格的に向き合う時期になったのかもしれな

い、そんな気持ちもあって年末から正月にかけて、気に

なりながら読めなかった 2冊の本を読んだ。 
一つは中谷正浩氏の『中世は核家族だったのか』。こ

れまで中世は大家族だったというのが歴史学の通説な

のだが、中谷氏は、中世においては夫婦単位の核家族が

散居して集住する状態だったのだと、屋敷地に関する

遺跡の発掘調査などを援用して実証的に語っている。

その後、農業の集約化に伴って土地に対する定着性が

高まり、土地と家族の関係が固定化することで直系小

家族が形成され、近世の集住する村落への移行が始ま

ったのだという。中世は「核家族だった」というのは、

実に刺激的な議論で、久しぶりに読書でワクワク感を

体験した。生活の最小単位は核家族で、農耕など労働は

大家族の規模の協力関係で行っていたとしたら、とて

も賢い暮らし方だとも思う。その後、土地に対して水利

や堆肥など努力を投下し、農業が高度になることが家

族の形態や村落の形態を変えてゆくという議論の仕方

も印象的であった。 
ただ、中世の大家族といわれるものが散居する核家

族の集合体だという指摘は興味深いが、取り上げられ

ている根拠が近畿以西の家族である点が、この議論の

大きな特徴（もしかしたら限界）かとも思う。以前筆者

がフィールドにした近世奥会津の農村では、近世前期

- 8 - - 9 -

幼児教育史学会 会報 35号.indd   8幼児教育史学会 会報 35号.indd   8 2023/04/13   20:182023/04/13   20:18



9

 

 

に下男下女の大部屋を備えた家屋構造が紹介されてお

り、おそらく村落形成期から続いているのではないか

と思うので、大きな家に住む大家族形態もあったので

はないか、と。中谷氏は西国と東国の差異を約１世紀と

いう時間差で説明しているが、時間差だけで論じられ

ないものがあるのではないかと推測している。 
もう一つは、鈴木理恵編著『家と子どもの社会史──
日本における後継者育成の研究』。教育史の知人の編集

した本である。それはいわば筆者も含めた子育ての社

会史への批判の書だった。「「家」における子ども研究

の視点は、子どもの養育・しつけや知的教育に偏りがち

で、後継者養成に触れることはあっても断片的である」

「子どもが家業を継ぐ存在であった時代には、『しつ

け』や『家庭教育』に安易に回収されることのない、「家」

独自の育成機能やそれを支えた親族や同族仲間の役割

があったはずである。」この書は、「諸階層の「家」の

後継者育成が、どのような環境、階梯、方法で行われた

かという具体相を通史的、実証的に明らかにすること

を目的としている」という。養育やしつけでなく、後継

者育成という視点が大切だというわけだ。速読した時

には筆者の引用も何箇所かあるので無視されていると

は思わず、学際的に研究者を集めるという著者らしい

力技で、本全体は面白く読んだ。しかし、丁寧に読んだ

ら、この批判は、子育ての社会史への誤解や無知を含ん

で成り立っている批判のように思われてきた。子育て

の歴史研究が乳幼児期に集中する一つの理由は、（もち

ろん筆者が幼児教育の研究者だということもあるが、

それ以上に）近世の人々が乳幼児期を人格形成の要の

時期と見て子育て論を展開していること、また親子関

係の密度の変化が近代的な子育てへの子ども観の変化

を反映していると見るからなのだ。家族関係を注視す

るのは、（私小説風の狭さではなく）「家」の性格の変

化がそこに反映していると見ているからでもある。 
氏がいうように、確かに「家」が後継者養成にどのよ

うに意を用いたかは重要なテーマであることは確かだ

が、その点に関しては実は彼女は『子宝と子返し──近
世農村の家族生活と子育て』という筆者にとっては大

事な著作を読んでくれていないようで、引用していな

い。その中には、宮負定雄という人の農家の後継者育成

論である『民家要術』という本を紹介しているし、家訓

の中の子育て論も紹介している。農家の後継者育成は

いつも念頭にあったつもりなのだが、わかりにくい文

章や本の構成だったためか、それを後継者育成という

枠組みで論じなかったから伝わらないのか、いずれに

しても研究を他者に伝えることは簡単なことではな

い、と改めて反省する機会になった。 
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高まり、土地と家族の関係が固定化することで直系小
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ったのだという。中世は「核家族だった」というのは、

実に刺激的な議論で、久しぶりに読書でワクワク感を
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新新入入会会員員・・会会員員異異動動（（22002222..77..3311～～22002233..44..1111））  
＊入Ө会Ө

小笠原Ө正太郎：Ө早稲田大学（院）Ө

乙須Ө翼：Ө長崎国際大学Ө

瓦林Ө亜希子：Ө都留文科大学Ө

酒井Ө基宏：Ө淑徳大学／白梅学園大学（院）Ө

Ө

＊異Ө動Ө Ө Ө Ө

奥田Ө修史：Ө独立行政法人教職員支援機構Ө

柴田Ө賢一：Ө常葉大学Ө

野尻Ө美枝：Ө実践女子大学Ө

藤崎Ө亜由子：Ө奈良教育大学Ө

吉田Өめぐみ：Ө関東信越国税局和光資料センター

寄寄贈贈図図書書�� （（2022.3～～2023.1））��  

・幼児教育史学会監修、一見真理子・小玉亮子編『幼児教育史研究の新地平<下巻>』萌文書林、2022 年 10月。 
・稲井智義『子ども福祉施設と教育思想の社会史』勁草書房、2022年 11月。 
Ө

Ө

機機関関誌誌編編集集委委員員会会かかららののおお知知ららせせ  �� ��   
���� 『幼児教育史研究』第ӻԂ号への投稿論文（研究論文･研究ノート）を募集いたします。論文は、ӼӺӼӽ年ӿ月ӻ日からӿ月

ӽӻӨ日までに事務局宛にメールでお送りください。詳細については学会ホームページ掲載の投稿要領をご確認ください。多く

の皆さまからのご投稿をお待ちしております。Ө

事事務務局局かかららののおお知知ららせせ�� �� �� ��  

１）会費納入のお願いӨ

振込用紙を第ӻԂ回大会年度（ӼӺӼӼ年ӻӺ月ӻ日～ӼӺӼӽӨ年ԃӨ月ӨӽӺӨ日）とそれ以前の年度の会費が未納の方にお

送りしております（ӼӺӼ３年Ӿ月確認）。宛名シール上に記載された未納分年度をご確認のうえご納入ください。Ө（シールの

記載と振り込み用紙がない会員は完納状態にあります。）Ө本状と行き違いでご納入の場合には、何卒ご容赦ください。Ө

年会費：Ө一般会員ӨԁӶӺӺӺӨ円Ө Ө Ө Ө特例会員（学生・退職者等）Ө ӾӶӺӺӺӨ円Ө

送金先：Ө郵便振替Ө Ө ӺӺӻԃӺӷԃӷԁӽԀԀԂӨ Ө Ө加入者名：Ө幼児教育史学会Ө

Ӽ）Ө所属・住所などの変更届けに関するお願いӨ

Ө変更が生じた場合は、どうぞもれなくメールにて下記の学会事務局までお知らせください。Ө Ө

Ө

ӽӴӨ役員選挙実施のお知らせӨ

今年は役員選挙の実施を予定しています。また追ってご連絡いたしますので、ご協力の程お願い申し上げます。Ө

  
*************************************************************************************************** 
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�

ӻӻӽӷӺӺӽӽӨ東京都文京区本郷７ӷ３ӷ１Ө東京大学大学院教育学研究科Ө浅井幸子研究室気付Ө
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Ө

編集Ө塩崎美穂Ө Ө印刷Ө木元省美堂
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